京都第一赤十字病院耳鼻咽喉科における中耳手術の現状(2年間の手術症例の検討から) by 村上 匡孝 et al.






Otosurgery in Kyoto lst]Red Cross Hospital
― The examination ofthe case with middle ear surgery during 2 years―
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図 1 疾患 と年齢



















































































































































































































































































































1     83例 83例
Ⅱ・mⅡ 6例 5例 1例
Ⅲ mⅢ 78例 50例 8例 16例 4例
Ⅳ・mⅣ 26例 14例 3例 7例 2例
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鼓膜形成術に至る例が少ないものと考える。      1.当科における中耳手術の現況と患者の背景
術後の聴力成績では、後上部型真珠腫、鼓室硬  を報告した。
化症、癒着性中耳炎の聴力改善が課題であるが、   2.2年間の中耳手術症例について臨床的に検
真珠腫・慢性化膿性中耳炎ともに成績は先人の報  討を加えた。
告252627)に劣っておらず、概ね現在の治療方針と   3.術後最低 1年の経過を観察しえた中耳手術
手術は的を得ているものと考えている。段階手術  症例について手術所見と術後経過、手術成績から
を行つた耳では聴力改善成績が良い印象を得てい  考察を加えた。
るが、術前の骨導聴カレベルが低下している(内   4.当科における中耳手術の適応と疾患の治療
耳性難聴合併)例や卵円窓周辺の粘膜を広範に除  方針について述べた。
去せざるをえない例に今後の改良の余地があると





前鼓室開放術の有用性と初回手術における正常粘  1)村上匡孝、福島龍之、他 :京都第一赤十字病
膜を傷つけず保存する点の重要性17)が2次手術か  院耳鼻咽喉科25年間の中耳手術にみる患者背景の
ら示唆された。                  変遷,京都医学会雑誌 43:33-38,1996
可能な限り外耳道後壁の保存を目指す当科の方  2)松岡秀樹、村上匡孝、他 :過去12年間の耳科
針は慢性化膿性中耳炎の大部分 (80耳中77耳、  手術の統計的観察,耳鼻臨床.84:17-25,1991
96.3%)で達成しているが、真珠腫では4割以上の  3)高橋 姿、野崎真奈美、他 :術後乳突腔障害
例で外耳道後壁を落として清掃を徹底しており、  症例の検討,耳鼻臨床.87:317-323,1994
大部分は後上部型真珠腫と進展真珠腫、真珠腫再  4)湯浅 涼、西條 茂、他 :簡単な鼓膜形成
発例であつた。真珠腫全体としては、535%(99耳  術―フイブリン糊を用いた接着法一、 耳喉頭頸 .
中53耳)が後壁保存型、162%(99耳中16耳)が後壁  61:lH7-H22,1989
再建型、101%(99耳中10耳)が乳突開放型、  5)Shca JJ:Tcnon piston opcration br otoscにrojs
202%(99耳中20耳)が乳突充填型であり、後上部  Arch Otolaryngo1 76:516‐520,1962
型真珠腫例では、後壁を落として病変を清掃 した  6)村上匡孝、福島龍之、他 :頸静脈孔症候群を
例が半数を占めていた。後壁を落としても重症炎  呈した中耳真珠腫症例.Otd Jpn 6:546-550,1996
症例であるほど残存粘膜が少ないので、Ⅲ型変法  7)村上匡孝、豊田健司、他 :顔面神経麻痺を合
(205%)やⅣ型変法例(269%)ほど乳突充填が多く  併 した急性乳様突起炎の4症例.Otd Jpn 4:726-
なる傾向がうかがわれる。ただ、最近では顕微鏡  732,1994
の死角となる視野の観察に内視鏡を併用し28)、真  8)八木聰明 :鼓室形成術とインフォームド・コ
珠腫の場合は母膜の残存の有無の確認に、他の中  ンセント.JOHNS 12:1069-1071,1996
耳炎の場合は換気ルー トのブロツクや粘膜病変の  9)高橋 姿 :聴力改善困難な中耳炎の手術
観察や検討に有用な情報を得られるようになっ  一癒着性中耳炎について一 〇tol Jpn 5:563-567,
た。不必要な骨削開や健常粘膜の除去を避けるこ  1995
とで術後の粘膜癒着やはん痕・肉芽の形成を回避  10)村上匡孝、久 育男 :伝音性難聴と耳小骨
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